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光が物質に当たったとき、電子と結合して、目には届かないナノサイズの小さな光になります。このような小さ

な光を扱う分野をナノ光学と言います。

一般に光が到来したことは受光素子で捉えれば記憶できますが、ナノサイズの光を記憶することは難題でした。

その一つの答えが、光を受けて分子構造が変わる分子を用いることです。

特に、フォトクロミック分子と言われる、可逆に光誘起の分子構造変化を示す分子を用いれば、書き込みと削除

が可能な光記憶が可能になります。[図１：山梨大学「UY」をナノ光記憶で描画しました]

ナノサイズの光記憶を行うには、フォトクロミック分子の結晶（光記憶結晶）を用います。

私たちはナノ光学と光記憶結晶を掛け合わせたナノ光記憶現象（ナノフォトクロミズム）の研究をしています。

特に、光記憶結晶の表面１点にナノサイズの光を作用させた場合に、自発的に形成される構造に着目し、独自の

プローブ顕微鏡法により試料表裏の光入出力相関を計測することで光学特性を解明してきました。[図２]

光記憶結晶 ✕ ナノ光学

お問い合わせ：山梨大学 社会連携・知財戦略室 055-220-8759 renkei-as@yamanashi.ac.jp

●研究の特徴・独自性

●産業界へのアピール

成熟した光学の世界の中で、ナノ光学はまだまだ未開拓な領域だと考えます。その分、光の可能性をさらに広げ

ることができると信じています。電子系と光系が互いに環境として働き複雑現象を生む点に魅力があります。

ナノ光学に不足していた記憶構造が確立されてきたことにより、光系での情報処理の革新が期待されます。

ナノ光学のシミュレーション技術も成熟してきており、私たちが得意とするナノ光構造の具体的形成と計測評価

と適切に組み合わせることで、ナノスケールで光と電子が生み出す機能を設計し評価することが可能になります。

●応用・活用例

革新的ナノ光電子デバイスの形成と評価。

電子系と不可分な光学現象のナノスケールでの評価分析。
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ナノ光記憶構造の形成と評価

図１ 下記論文文献１より 図２ 下記論文文献２より
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